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平成24年7⽉から活動を開始した⽊古内町
の地域おこし協⼒隊『はやぶさ０３』が、平
成27年度末の新幹線⽊古内駅開業に向けての
様々な取り組み状況などを、町内外の皆様に
お知らせします。

ー⽊古内観光の新たな可能性に挑戦ー
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鉄道運輸機構から新幹線⽊古内駅舎の模型が
貸与されました。地域材である「道南杉」を窓
枠や天井部分に使うと共に、エスカレーターや、
天候に左右されずに乗降できるホーム全⾯の屋
根などが設置される予定です。役場1階ロビーで
展⽰しておりますので、ぜひご覧下さい。

今後、駅舎の⼯事が開始され、平成27年5⽉
に完成する⾒込みです。↑ 駅舎 300分の1模型。とても精巧で、開業の実感が湧いてきます。

エ ク ス プ レ スき こ な い

新幹線⽊古内駅の模型を展⽰中！

ー道南⻄部９町関係者の皆様をおもてなしー

渡島⻄部、檜⼭南部の各町に出向くことが多
い“はやぶさ03”ですが、普段からお世話になっ
ている各町の皆様をお招きし、⽊古内の魅⼒を
知って頂きたいとの思いで、去る1⽉14⽇(⽉)
に「ようこそ⽊古内ツアー」を開催しました。

今回は「寒中みそぎ祭り」のご紹介をメイン
とした内容で、はじめに⼣闇の⽊古内を提灯と
かがり⽕で幻想的に照らしながら歩く「みそぎ
⾏列」を体験して頂き、佐⼥川神社で厳寒の中
繰り返される「⽔ごり」を⾒学。その後の懇親
会では、⽊古内特産のはこだて和⽜と⻑いもを
使った「こうこう汁」で、⾝体を温めて頂きま
した。

3連休の最終⽇にも関わらず、各町から多くの
皆様にご参加頂き、中にはご宿泊された⽅も。
皆様との懇親が⼀層深まると共に、今後の新幹
線開業に向けて、それぞれの町の魅⼒をいっそ
う連携して発信していこうとの思いを確認し合
いました。
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新幹線⽊古内駅を利用する観光客の⽅々のま
ちなか回遊を図ることや、はやぶさ03の案内能
⼒向上を目的として、“まち歩きガイド”の実践
訓練を始めました。

コースは⽊古内駅前からみ
そぎ浜までで、前半は、駅前中
央商店街の魅⼒的な店に⽴ち寄
りつつ、店主の⽅々との会話を
楽しみながらのまち歩き、そし
て後半は、かつて⾏修者をつと
めた⼯藤さんの体験談を交えな
がら、⽊古内が誇る神事「寒中
みそぎ」の魅⼒を堪能して頂く
内容です。

今後も、参加された⽅の
アドバイスを参考に、⽊古
内の魅⼒を凝縮した楽しい
まち歩きをつくり、新幹線
開業に向けたまちの活性化
につなげていきます。

この訓練は1⽉下旬から、
観光関係者の⽅々を対象とし
て3回実施しており、おかげ
さまで大好評。「何気なく通
り過ぎてしまうような町で、
こんなに楽しい時間を過ごせ
たことに驚き」といった声が
多数寄せられています。

⽊古内”まち歩きガイド”訓練 実施中！ “ようこそ⽊古内ツアー”を開催！



www.facebook.com/kikonai.hayabusa03
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私たちが記事を書いてます

⽊古内特産「はこだて和⽜」が品評会で４連覇！

新幹線⽊古内駅活用推進協議会 ⼆次交通部会を発⾜
⽊古内駅を拠点とした、渡島⻄部・檜⼭南部地域における⼆次交通のあり⽅

と⼆次交通を基盤とした新たな広域観光の⽅策について検討を⾏なうため、2⽉
5⽇(⽕)に松前町・上ノ国町・江差町・⽊古内町・函館地区バス協会・JR北海道
で構成する⼆次交通部会が発⾜しました。

◆最優秀賞受賞おめでとうございます！
大変光栄だが、いつも通りに、⽜の健康管理に気を遣っ

たり、⼀頭⼀頭丹精込めて⼿を掛けたりした結果、たまた
ま受賞できただけ。地域の農家が⼀丸となって、ブランド
を守り育ててきたことも大きい。

◆和⽜を育てる上で気を付けている点は？
与える粗飼料とブラッシング。粗飼料は、自家製の牧草

の内、良い部分だけを与えている。また、稲わらは自家製
の道南特産⽶「ふっくりんこ」のわらを与えている。ブ
ラッシングをすると、⽜が喜ぶと共に、健康チェックにも
なる。元気のない⽜は寄って来ないからすぐ分かる。

◆オススメの⾷べ⽅は？
サーロインや肩ロースを塩コショウのみで焼いて⾷べる

のが⼀番。旨味が引き出され「⽢い」と感じる。⾁の部位
は、柔らかさとサシのバランスが取れた「A3」ランクが良
い。

◆新幹線開業に向けた思いは？
⽊古内駅で降りる⽅々に、⽊古内でしか⾷べることがで

きない「はこだて和⽜」を味わって欲しい。そして「美味
しい」と⾔ってくれたら大変嬉しい。

「はこだて和⽜」⽣産農家
東出 雅史 ⽒

■はこだて和⽜
⽊古内町の肥育農家4軒で年

220頭ほど⽣産している「あか
⽑」の和⽜。

はこだて和⽜は⼀般的な⿊⽑和
⽜に⽐べ、脂肪分が少なくヘル
シーな上、旨み成分を豊富に含む
赤⾝部分が多い。近年の健康志向
や嗜好の多様化に伴い、注目が⾼
まっている。

道内のあか⽑和⽜品評会である
「北海道あか⽜枝⾁共励会」で
「はこだて和⽜」が5年連続で最
優秀賞を受賞。東出⽒は4年連続
で受賞した。

⽊古内町では、はこだて和⽜の
特⻑を活かしたグルメ開発などを
推進している。

ー 特集新幹線でがんばる⼈たちー

エ ク ス プ レ スき こ な い

↑ はこだて和⽜のカワイイお顔

↑ はこだて和⽜の⾁

↑ 大自然の中で、のびのびと
育てているはこだて和⽜

津⼭ 睦浅⾒ 尚資

⽊古内町 地域おこし協⼒隊
新幹線地域活性特命チーム

《 はやぶさ０３ 》

フェイスブックで情報発信中

道南⻄部９町の魅⼒や、
私たち“はやぶさ０３”の
活動をお知らせするため
にfacebookページを開設
しています。facebookに
未登録でも閲覧できます。

⽊古内町 新幹線地域活性特命チーム はやぶさ０３

↑新幹線⽊古内駅活用推進協議会 ⼆次交通部会(H25.2.5)

部会では、観光客が利用しやすいバスの
運⾏⽅法の検討をすることや、函館バスが
現在運⾏している定期観光バス「道南史蹟
めぐり」号の魅⼒強化を進めること、⽴ち
寄っている町の観光メニュー開発と磨き上
げを優先的に⾏なうこと、地域全体が分か
りやすく⼀体的に観光案内を⾏なうための
バスガイドと町ガイドの連携を進めること
などを確認しました。

ー バスと地域が連携した新たな広域観光の推進に向けてー


